
	平成28年10月　環境省自然環境局国立公園課　国立公園利用推進室
本調査は、日本のエコツーリズムに取り組む民間団体に対し、アンケート調査を行い、エコツーリズムやエコツアーに対するニーズを把握するとともに、日本のエコツーリズムのさらなる推進と交流人口の増加に寄与するために実施するものです。
ご多忙のところ大変恐縮ですが、調査にご協力くださいますよう宜しくお願い申し上げます。
なお、本ヒアリング調査は環境省から委託を受けた「株式会社東京ランドスケープ研究所」が業務を
実施いたしますことを申し添えます。
また、ご回答期限が過ぎても回答がない団体につきましては、後日、回答状況についてご確認の連絡をする場合がございます。あらかじめご了承ください。

ご回答期限
平成28年12月　20日（火）
ご回答方法
電子メール、郵送のいずれかでお願いします。

　Ｅメールでご回答いただく場合

◆環境省ホームページ内「エコツーリズムのススメ」にアクセス頂き、調査票ファイルをダウン

ロードの上、ファイルに直接回答をご記入いただき、事務局宛にメールでお送りください。
エコツーリズムのススメ：　http://www.env.go.jp/nature/ecotourism/try-ecotourism/
事務局メールアドレス（kim@tla.co.jp）　　

　郵送でご回答いただく場合
◆本紙に直接ご回答の上、同封の返信用封筒に入れ、切手を貼らずにご投函ください。



	本アンケートの

お問い合わせ先
	株式会社東京ランドスケープ研究所
TEL：03-6859-1088（代表）　　　　　担当　金　甫炫　（平日10:00～17:00）
FAX：03-6859-1087　　　　　　　　　　　　（キム　ボヒョン）


	＜郵送でご返送いただく場合／ご回答にあたってのお願い＞
■ご回答は、質問番号と指示の流れに沿って、最初の質問から順にお進みください。
■質問によっては、「↓（矢印）」の先に、「問△へ」という指示がありますので、その指示に従ってください。
■アンケートの質問のほとんどは、該当する選択肢の番号を○で囲んでいただくようになっておりますが、具体的な内容等をご記入願う箇所もございます。

■ご回答で「その他」を選択された場合は、（　　　）内に具体的な内容をご記入ください。
■ご回答で具体的な理由等をご記入願う箇所がございますが、枠内のスペースに書き切れない場合は、恐れ入りますが、別紙をご用意いただき、質問番号とともにご記入をお願いいたします。

■本調査は、平成28年10月1日現在でご回答をお願いいたします。

■調査結果は、公表扱いとしますので、予めご承知置き下さい。もし、公表を希望されない場合は、回答は不要です。


	A　貴団体についてお伺いします。


問１　貴団体の概要をお知らせ下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	１－１　貴団体名
	

	１－２　活動地域
	

	１－３　法人格
	1 株式会社
2 有限会社
3 NPO法人
4 任意団体
	5 財団法人
6 社団法人
7 その他（　　　　　　　　　　）



問２　貴団体におけるエコツアーには、どれくらいの方が参加していますか。　　　　　　　　　　　　　　　　　
エコツアーの種類を問わず、おおよその年間の参加者総数を２０１３年から２０１５年までの各年度でお知らせください。（数字で）
	
	２０１３年度
	２０１４年度
	２０１５年度

	参加者総数
	
	
	
	
	
	
	人
	
	
	
	
	
	
	人
	
	
	
	
	
	
	人


B　日本人のエコツアーに関する「ニーズ」について、お尋ねします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
問３　日本人のエコツアーに関して、貴団体では、どのようなエコツアーを行っていますか。該当する番号に○をしてください。（○はいくつでも）
	■鑑賞・体験
1　原生的な自然を楽しむガイドツアー

　　　　→ （例） 国立公園及びその周辺でのトレッキングツアーやキャンプツアーなど
2　傑出した風景を楽しむガイドツアー
　　 →（例）雄大な風景、花の風景、地域の個性的な風景などを楽しむツアー
3　特徴的な野生動物とのふれあいを主目的としたツアー
　　　　→ （例） ホエールウォッチング、野鳥観察会、ホタル観察会など

4　環境教育を主目的としたツアー
　　　　→ （例） 田んぼの生き物調査、学校や企業の環境教育プログラムなど
5　乗り物、道具などを使ったツアー
　　　　→ （例）カヌー、カヤック、クロスカントリースキー、自転車などを使ったツアー
■歴史・文化

6　農林漁業などを体験することで自然への理解を深めるツアー
　　　　→ （例） 田植えや農産物収穫体験、植林、下草刈り体験、漁業体験などのツアー
7　地域の生活や文化を体験する活動を含んだツアー
　　　　→ （例） 日常的な生活体験、名所めぐりツアー、わら細工や竹細工等ものづくり体験活動など
■滞在

8　環境保全のために実際に貢献をする活動を主体としたツアー
　　　　→ （例） 外来種の駆除のボランティア、植生回復ボランティアなど

9　自然の中でゆったりとした時を過ごし健康の回復や増進を図るプログラムツアー
　　　　→ （例） 森林セラピー、温泉療養プログラム、ヨガなどの活動を主体としたツアー
■その他
10　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問４　問３で回答したエコツアーの中で、人気の高い順で3つを選び、実際のツアー概要をご記入ください。
	番号
	実施内容の概要
	①平均的な時間
	②平均的な利用者数
	③平均的な費用
	④主な利用者層

	
	
	① ～１時間
② ～３時間
③ ～６時間　
④ １日以上
⑤ その他
(  　　　  )
	① ～5人
② ～10人
③ ～20人
④ ～30人
⑤ その他
(　　 　　 )
	① 無料～1千円
② ～5千円
③ ～1万円
④ ～2万円
⑤ 2万円以上
(　　 　　 )
	① ～20代
② ～40代
③ ～60代
④ ～80代
⑤ その他
(　　 　　 )

	
	
	① ～１時間
② ～３時間
③ ～６時間　
④ １日以上
⑤ その他
(  　　　  )
	① ～5人
② ～10人
③ ～20人
④ ～30人
⑤ その他
(　　 　　)
	① 無料～1千円
② ～5千円
③ ～1万円
④ ～2万円
⑤ 2万円以上
(　　 　　 )
	① ～20代
② ～40代
③ ～60代
④ ～80代
⑤ その他
(　　 　　 )

	
	
	① ～１時間
② ～３時間
③ ～６時間　
④ １日以上
⑤ その他
(  　　　  )
	① ～5人
② ～10人
③ ～20人
④ ～30人
⑤ その他
(　　 　　)
	① 無料～1千円
② ～5千円
③ ～1万円
④ ～2万円
⑤ 2万円以上
(　　 　　 )
	① ～20代
② ～40代
③ ～60代
④ ～80代
⑤ その他
(　　 　　 )


問５　エコツアープログラムの形式について、どのような形式のツアーが日本人に好まれるかを知るための質
問です。以下の質問毎に、該当する番号に一つだけ○をしてください。
１．エコツアー（ガイドツアー）の所要時間について
	1 　1時間以内の短時間ツアー
2 　2時間程度のツアー
3 　半日程度、時間をかけたツアー
4 　宿泊を組み込んだ２日以上のツアー
5 　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


２．エコツアーの構成人数について
	1 　個人や家族でのガイドツアー
2 　5～10人程度の少人数グループでのガイドツアー
3 　10人以上の大人数グループでのガイドツアー
4 　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


３．ガイドの性格について
	1 　プロフェッショナルな専門ガイド付きのツアー
2 　地域住民等による気軽なガイド付きのツアー
3 　解説版やガイドブックなどによるセルフガイドによるツアー
4 　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


４．飲食について
	1 　地域ならではの食事（伝統料理や地元料理等）を食べるツアー
2 　豪華な食事が付いているツアー
3 　食事が付いていればよい
4 　食事は必要ない
5 　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 


５．土産物について
	1 　地域ならではの土産物（クラフト等）を作成して持ち帰れるツアー

2　 地域ならではの土産物が購入できるツアー
3 　土産物がもらえれば良い
4 　土産物が購入できれば良い
5 　土産物は必要ない
6 　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


６．環境保全に対する配慮事項について
	1 　環境保全のルールがあり、保全協力金も負担するツアー
2 　環境負荷に対する配慮（ルール）がしっかり決められているツアー
3 　ゴミ処理等、一般的な範囲で環境配慮がなされているツアー
4 　環境配慮といった、面倒なルールが決められていない自由なツアー
5  その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問６　日本人に興味や関心を寄せてもらえるようなエコツアープログラムについて、それをつくる過程で工夫や配慮している点等はありますか。

	1　ある　→　＜問７＞へ　　　　　　　　　　　　　　　2　ない　→　＜問８＞へ


問７　エコツアープログラムづくりで工夫や配慮している主な内容について、具体的にお知らせください。

（自由記述）
	


問８　貴団体が実施しているエコツアーについて、その魅力をさらに高め、多くの参加者を受け入れるために、

今後取り組んでいきたいと考えているものはありますか。

	1　ある　→　＜問９＞へ　　　　　　　　　　　　　　　2　ない　→　＜問１０＞へ


問９　今後取り組んでいきたいと考えている点について、具体的にお知らせください。（自由記述）

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


C　外国人のエコツアーに関する「ニーズ」について、お尋ねします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
問10　貴団体におけるエコツアーに、外国人が参加したことがありますか。　　　

	1　ある　→　＜問11＞へ　　　　　　　　　　　　　　　2　ない　→　＜問12＞へ


問11　外国人の参加者は、どれくらいの方が参加していますか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　参加者数を２０１３年から２０１５年までの各年度で、お知らせください（数字で）
	
	２０１３年度
	２０１４年度
	２０１５年度

	外国人

参加者総数
	
	
	
	
	
	
	人
	
	
	
	
	
	
	人
	
	
	
	
	
	
	人


問12　エコツアーに参加した外国人の主な国籍（地域）をお知らせください（○はいくつでも）

	1  中国　　2 韓国　　3　台湾   4　香港    5 米国    6 タイ　 7 オーストラリア  8　シンガポール

9  マレーシア  10　フィリピン　　11　英国　 12　カナダ 13フランス 　14 インドネシア

15 その他（　　　　　　　　）


問13　外国人のエコツアーに関して貴団体では、どのようなエコツアーを行っていますか。該当する番号に○をしてください。（○はいくつでも）
	■鑑賞・体験
1　原生的な自然を楽しむガイドツアー

　　　　→ （例） 国立公園及びその周辺でのトレッキングツアーやキャンプツアーなど
2　傑出した風景を楽しむガイドツアー
　　 →（例）雄大な風景、花の風景、地域の個性的な風景などを楽しむツアー
3　特徴的な野生動物とのふれあいを主目的としたツアー
　　　　→ （例） ホエールウォッチング、野鳥観察会、ホタル観察会など

4　環境教育を主目的としたツアー

　　　　→ （例） 田んぼの生き物調査、学校や企業の環境教育プログラムなど
5　乗り物、道具などを使ったツアー
　　　　→ （例）カヌー、カヤック、クロスカントリースキー、自転車などを使ったツアー

■歴史・文化

6　農林漁業などを体験することで自然への理解を深めるツアー

　　　　→ （例） 田植えや農産物収穫体験、植林、下草刈り体験、漁業体験などのツアー

7　地域の生活や文化を体験する活動を含んだツアー

　　　　→ （例） 日常的な生活体験、名所めぐりツアー、わら細工や竹細工等ものづくり体験活動など
■滞在

8　環境保全のために実際に貢献をする活動を主体としたツアー
　　　　→ （例） 外来種の駆除のボランティア、植生回復ボランティアなど

9　自然の中でゆったりとした時を過ごし健康の回復や増進を図るプログラムツアー
　　　　→ （例） 森林セラピー、温泉療養プログラム、ヨガなどの活動を主体としたツアー
■その他
10　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問14　　問13で回答したエコツアーの中で、人気の高い順で3つを選び、実際のツアー概要をご記入ください。
	番号
	実施内容の概要
	①平均的な時間
	②平均的な利用者数
	③平均的な費用
	④主な利用者層

	
	
	① ～１時間
② ～３時間
③ ～６時間　
④ １日以上
⑤ その他
(  　　　  )
	① ～5人
② ～10人
③ ～20人
④ ～30人
⑤ その他
(　　 　　 )
	① 無料～1千円
② ～5千円
③ ～1万円
④ ～2万円
⑤ 2万円以上
(　　 　　 )
	① ～20代
② ～40代
③ ～60代
④ ～80代
⑤ その他
(　　 　　 )

	
	
	① ～１時間
② ～３時間
③ ～６時間　
④ １日以上
⑤ その他
(  　　　  )
	① ～5人
② ～10人
③ ～20人
④ ～30人
⑤ その他
(　　 　　)
	① 無料～1千円
② ～5千円
③ ～1万円
④ ～2万円
⑤ 2万円以上
(　　 　　 )
	① ～20代
② ～40代
③ ～60代
④ ～80代
⑤ その他
(　　 　　 )

	
	
	① ～１時間
② ～３時間
③ ～６時間　
④ １日以上
⑤ その他
(  　　　  )
	① ～5人
② ～10人
③ ～20人
④ ～30人
⑤ その他
(　　 　　)
	① 無料～1千円
② ～5千円
③ ～1万円
④ ～2万円
⑤ 2万円以上
(　　 　　 )
	① ～20代
② ～40代
③ ～60代
④ ～80代
⑤ その他
(　　 　　 )


問15　　エコツアープログラムの形式について、どのような形式のツアーが外国人に好まれるかを知るための

質問です。以下の質問毎に、該当する番号に一つだけ○をしてください。

１．エコツアー（ガイドツアー）の所要時間について
	1 　1時間以内の短時間ツアー
2 　2時間程度のツアー
3 　半日程度、時間をかけたツアー
4 　宿泊を組み込んだ２日以上のツアー
5 　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


２．エコツアーの構成人数について
	1 　個人や家族でのガイドツアー
2 　5～10人程度の少人数グループでのガイドツアー
3 　10人以上の大人数グループでのガイドツアー
4 　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


３．ガイドの性格について
	1 　プロフェッショナルな専門ガイド付きのツアー
2 　地域住民等による気軽なガイド付きのツアー
3 　解説版やガイドブックなどによるセルフガイドによるツアー
4 　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


４．飲食について
	1 　地域ならではの食事（伝統料理や地元料理等）を食べるツアー
2 　豪華な食事が付いているツアー
3 　食事が付いていればよい
4 　食事は必要ない
5 　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 


５．土産物について
	1 　地域ならではの土産物（クラフト等）を作成して持ち帰れるツアー

2　 地域ならではの土産物が購入できるツアー
2 　土産物がもらえれば良い
3 　土産物が購入できれば良い
4 　土産物は必要ない
5 　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


６．環境保全に対する配慮事項について
	1 　環境保全のルールがあり、保全協力金も負担するツアー
2 　環境負荷に対する配慮（ルール）がしっかり決められているツアー
3 　ゴミ処理等、一般的な範囲で環境配慮がなされているツアー
4 　環境配慮といった、面倒なルールが決められていない自由なツアー
5  その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問16　外国人に興味や関心を寄せてもらえるようなエコツアープログラムについて、それをつくる過程で工夫や配慮している点等はありますか。（質問の趣旨は、外国人を積極的に呼び込んでいるか。）

	1　ある　→　＜問１７＞へ　　　　　　　　　　　　　　　2　ない　→　＜問１８＞へ


問17　　エコツアープログラムづくりで工夫や配慮している主な内容について、具体的にお知らせください。

（自由記述）
	


問18　　貴団体が実施しているエコツアーについて、その魅力をさらに高め、多くの参加者を受け入れるために、

今後取り組んでいきたいと考えているものはありますか。

	1　ある　→　＜問１９＞へ　　　　　　　　　　　　　　　2　ない　→　＜問２０＞へ


問19　　今後取り組んでいきたいと考えている点について、具体的にお知らせください。（自由記述）

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


問20　　外国人に対して実施するエコツアーについて、国・地域ごと（アジア圏、欧米圏など）の志向に合わせた

独自のプログラムはありますか。

	1　ある　→　＜問21＞へ　　　　　　　　　　　　　　　2　ない　→　＜問22＞へ


問21　　国・地域ごと（アジア圏、欧米圏など）の志向に合わせた独自のプログラムについて、具体的にお知らせください。（自由記述）

	


問22　特定の国・地域の志向にあわせた独自のプログラムを設定し、人気が出ているツアーがあれば、その国・地域の名称、プログラムの内容、プログラムを開発した理由などをお知らせください。

	（国、地域名）

（プログラムの内容）

（プログラムを開発した理由など）




―――アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。―――
環境省　民間団体が取り組むエコツーリズムに関するアンケート調査





＜エコツーリズムとは＞


エコツーリズム推進法（平成19年6月27日法律第105号）第2条第2項において規定する「観光旅行者が、


自然観光資源について知識を有する者から案内又は助言を受け、当該自然観光資源の保護に配慮しつつ当該自然観光資源と触れ合い、これに関する知識及び理解を深めるための活動」を示します。





推奨
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